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	■参加された児童・保護者の皆様についてお尋ねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	問1. 安全安心マップ作成に参加された学年別の児童数と保護者数をご記入下さい。
	問2. あなた（保護者）の年齢について、あてはまるものをお答え下さい。
	問3. あなた（保護者）の性別について、あてはまるものをお答え下さい。

	■コンテストへの参加動機についてお尋ねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	問4. 参加しようと思った動機をお答え下さい。
	問5. あなた（保護者）は、本コンテストの情報を何で知りましたか。あてはまるものをお答え下さい。

	■安全安心マップの作成についてお尋ねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	問6. 安全安心マップ作成の場所をご記入下さい。
	問7. あなたは、安全安心マップに、どのような災害リスクや情報を掲載することが、重要であるとお考えになりましたか。（重要なもの3つを選んで○をつけて下さい。）
	問8.あなたは、安全安心マップの作成により、地域の安全安心に対する児童の関心が高まったと思いますか。
	（当てはまるもの1つに○をつけて下さい。）
	問9.あなたは、安全安心マップの作成により、地域の安全安心に対するあなたの関心が高まりましたか。
	（当てはまるもの1つに○をつけて下さい。）
	問10.安全安心マップの作成を通じて、地域の安全安心に対するあなたと児童との認識に違いがありましたか。以下の記入欄に自由にお書きください。

	■お住まいの地域の安全安心に対する今後の取り組みについて皆様の考えをお尋ねします。　　　　　
	問11.あなたは、地域の安全安心に関する取り組みとしてどのような活動が重要だと思いますか。
	（重要なもの3つを選んで○をつけて下さい。）
	問12.あなたのお住まいの地域で、災害や犯罪を防ぐため何か取り組まれていることがありますか。
	（当てはまるものすべてに○をつけて下さい。）
	問13.あなたは、地域の安全安心を考える上で安全安心マップを作成する意義（メリット）についてどのようにお考えですか。以下の記入欄に自由にお書きください。
	問14. あなたは、地域の安全安心を考える上で安全安心マップを作成する際の問題点（デメリット）についてどのようにお考えですか。以下の記入欄に自由にお書き下さい。


